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犬・猫用
（バイトリル2.5％
注射液）

バイエルメディカ
ル譁

製造番号：不明

猫
雑種

雄 5歳

不健康

呼吸器
感染症

不明 不明

5m g /
kg
皮下注
射（適
用外使
用）

平成17年
10月17日

インタ
ーキャ
ット：
2単位

平成17年
10月17日

斃死，振せん，
興奮，嘔吐，下痢
投与直後より振
せん等の神経症
状の発現を認め
た．投与2時間
後に下痢及び嘔
吐を認めた．投
与4時間後に死
亡を確認．

プレドニ
ゾ ロ ン
0.31ml
デキサメ
タ ゾ ン
0.31ml

死亡

《企業の意見及び対応》
・担当獣医師：今回の症例に関しては，エンロフロキサシンによるものではなく併用投与したインターフェロ
ンによるものと考えている．
・企　　　　業：今回の症例ではアナフィラキシー様の症状の発現が投薬直後から認められており，投薬された
薬剤との因果関係が示唆されるものの，死亡に至るまで症状が悪化した要因については明確ではなく，また剖
検等も実施できなかったことから詳細は不明であり，生体側に何らかの原因が存在した可能性も否定できない．
・対　　　　応：インターフェロンとの併用投与においてこのような重篤な症状に発展したことに関して本剤と
の因果関係を含め，引き続き同様の症例の発生について調査を続けていく所存である．
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動 物 用 医 薬 品 副 作 用 症 例 報 告
（平成17年10月分）

薬事法第77条4の2に基づく動物用医薬品副作用症例報告を次のとおり掲載する．
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